
ガバナンス改革関連

教育改革関連

１．入試改革
TOEFL®等の英語検定試験を活用する一般入試（センター利用入試）、スーパーグローバルハイスクールおよびスー

パーサイエンスハイスクール対象公募推薦入試を平成27年度より実施することを入試委員会にて決定。

国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

１．海外協定大学への学生派遣、前年度比59人増

４．渡日前入試を導入、海外拠点も新設
本学初の海外での外国人留学生入試をソウル(韓国)で実施し、渡日前入試を拡大した。海外拠点については既存の

トロント (カナダ)、吉林 (中国北部)に加えて、蘇州(中国南部)拠点を計画より1年前倒しで新設し、留学生受入や国際
的な産官学民連携の推進、協定校の拡大やパートナーシップの強化等を可能にした。

３．女子寮を再編、混住型国際教育寮に
３寮の整備を予定しており、平成26年度は女子寮「清風寮」の移転に伴い、

日本人学生と受入交換留学生が共同生活する混住型国際教育寮（1部屋5人
×12室）に再編した。

〈「清風寮」
5人一室で留学生と日本人が共同生活する 〉

２．留学生受入
平成25年度通年913人のところ、平成26年度は920人と微増。平成28年度

目標の1020人に向け、短期受入留学生を主対象にした混住型国際教育寮の
整備等を進めている。

２．取組内容の進捗状況（平成２６年度）

５．外国語による情報発信の強化
本学は従来よりSNSを活用した広報を積極的に展開しており、そのノウハウを生かして英語版Facebookページを新

設することで、広報の国際展開を飛躍的に拡大した。また朝鮮語および中国語版の公式ホームページの情報を拡充、
インドネシア語、ベトナム語等による広報媒体（冊子）を新たに制作した。

実績（人） 目標（人）

H25 H26 H28 H31 H35

895 954 1090 1560 2500

新規の留学プログラムを教育課程に組み込み、学生の海外協定大学
への派遣学生数は、目標値に向けて拡大した。
平成27年度以降もプログラム拡大に向けて調整が進んでおり、順調な
拡大が見込まれる。

１．SGUを組み込み中期計画を再構築
本構想に含まれる40強の新規施策を従来からの新中期計画に組入れ、「中期計画」に名称変更した。また、次期将

来構想策定のためにマクロ環境予測をシンクタンク2社と共同で検討。総合的マネジメントの実現に向けて民間企業か
ら米国20大学の事例の紹介を受けるとともに共同でコンセプトワークを行い、理事長・学長らと成果を共有した。

２．IR機能の強化・充実

学内に散在している、学生に関わる各種データやアンケート調査等
の結果を集約するためのIRデータ分析基盤システムを構築した。また、
経営・教学のマネジメントに関する最重要指標を30項目ほど抽出し、

執行部が現状をデータで的確に把握できる「経営指標ダッシュボード」
のモデルを作成した。

２．２つのラーニングコモンズを新たに上ケ原キャンパスに設置
上ケ原キャンパスの新たな共同学習スペースとして、平成26年度に「H号館ラーニングコモンズ」、「中央講堂ラーニン

グコモンズ」を開設し、一層のアクティブラーニング推進を図っている。

３．アカデミックアドバイザー制度を全学に導入
平成27年度より「アカデミックアドバイザー制度」を全学の仕組みとして導入することを決定した。平成26年度に全学で

策定した成績不振学生を対象とする一律の学修支援方針を元に、今後、全学部で教職員共同の学修支援面談、履修・
進路相談等を行い、学生の学業成績改善および意欲向上を図る。

〈 IRデータ分析基盤システム 〉



■ 自由記述欄

１．外務省や国連機関と連携したセンターを設置

本構想で掲げた「国連・国際機関へのゲートウェイ創設」に向けて、外務省や国連グ
ローバル・コンパクト(UNGC)・ジャパン・ネットワークと協議を進め、「関西学院大学国
際機関人事センター」および「UNGC支援関西学院大学センター」の平成27年度設置

に合意した。両センターは国際公共分野に向けてのキャリア支援を提供する。また、
外務省国際機関人事センターと本学が共同で社会人対象の国際機関キャリアフォー
ラムを、平成26年度東京にて２回開催した。

〈 「国連ユースボランティア」 活動風景 〉

２．学長のリーダーシップ
平成26年度に、本構想を進めるための司令塔として学長を本部長とするグローバル

化推進本部を創設した。学長は全学部長・研究科長がメンバーである教育課程基本
方針策定委員会へ進捗を10回にわたり報告した。また、全教職員対象の学内説明会
を複数回実施し、全学一体となって構想実現に取り組んだ。

■ 大学独自の成果指標と達成目標

１．ダブルチャレンジ制度のアウェイチャレンジ単位取得者数

学生がホームとアウェイの２つのチャレンジに取り組む「ダブルチャレンジ制度」にお
いて、アウェイチャレンジ各プログラムの単位取得延べ人数は、インターナショナルプ
ログラム848人、ハンズオン・ラーニング・プログラム820人、副専攻プログラム46人で、
実数の単位取得者数は合計1531人であった。

■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組

２．シンポジウム「プリンストン大学と考えるグローバル人材の育て方」開催
米国大学ランキング1位（US News & World Report, 2015）のプリンストン大学か

ら講師を招き、グローバルに活躍する人材のコンピテンシーの定義や、それを涵養
するための大学の取組等について、一般公開で意見交換した(平成27年3月)。
プリンストン大学の「グローバルリーダーを育てるには『教室外』での学びを含めた
全人教育が必要」とする姿勢は、本学が創立以来重視している「キリスト教主義に
基づく全人教育」や、本構想において導入する独自の教育OS「ダブルチャレンジ制

度」のコンセプトと共通する。本シンポジウムでは、プリンストン大学が、どのように
「教室外」での学びの場を提供し、学生を支援しているか具体例を挙げながら説明。
その後、本学の教職員と意見交換した。

３．カナダ3大学との‘Cross-Cultural College’, 日本側修了者数が5倍に
本学は、アメリカ人宣教師の手によって創立され、その後約50年間北米のプロテスタント系教会を中心に運営された。その

歴史的特性から、海外協定大学とのパートナーシップに基づいた国際教育を重視しており、本学と海外協定大学の教職員
がプログラム開発から学生モビリティ、講義・実習の運営等、全てを一貫して共同で実施する正課プログラムも多く実施して
いる。その代表例がカナダの3大学（マウント・アリソン、クイーンズ、トロント）と開講している‘Cross-Cultural College
(CCC)’で、両国で日加学生がペアでインターンシップ、フィールドワークに取り組むなど、所定の課程から16単位以上（およ
び日本側学生についてはTOEIC®820点以上）を修得した学生に修了証を授与している。平成26年度修了学生数は日本側
43人、カナダ側11人で、日本側については担当職員のきめ細かな履修指導等を提供することにより、前年度比5倍強の伸
びをみせた。本学は今後もこうした海外協定大学との共同開発プログラムを拡充し、質の高い国際化を推進する。

１．国連ボランティア計画(UNV)パートナーシップフォーラム、大学として世界で唯一登壇
第1回UNVパートナーシップ・フォーラム （UNV主催、ドイツ経済協力開発省共催、平成26年9～10月、於：ドイツ・ボン）に、

本学副学長と国連ユースボランティア（UNYV）としてウクライナで活動した総合政策学部平成25年度卒業生が登壇した。こ
の会議は各国の大臣や政府関係者、NGO関係者等が集い「ボランティアを通じたイノベーション」について協議するもの。本
学副学長と卒業生は、UNYVをテーマにした閣僚セッションに大学としては唯一参加し、ドイツ経済協力省政務次官、トーゴ
共和国女性大臣、ブルキナファソ青年省事務総長と共に登壇。本学におけるUNYVの実績を報告するとともに、今後の「国
連・国際機関へのゲートウェイ創設」についても紹介した。 また会期中、UNV東京事務所の運営費用を、本学とUNVが共同
負担することに合意した。これにより、10年以上にわたる両者間のパートナーシップをより緊密なものとし、本学を基幹校と
する日本の大学によるUNYVへの学生派遣の基盤を強化した。

〈 シンポジウム「プリンストン大学と考える
グローバル人材の育て方」 〉

２．国際通用性のある質保証システムの構築

米国の全米大学協会等による新たな質保証の在り方を検討する最先端プロジェクトにオブザーバーとして本学の教員が
参加するとともに、米国・ユタ州におけるチューニングの実践的研究者を本学に招いて国際ワークショップや質保証に関す
るシンポジウムを開いた。ポートフォリオに関しても国内外の約20大学の事例を訪問調査し、設計に向けての参考とした。
また、在学生・卒業生調査の結果を含むIRデータを分析するための基盤システムを構築した。

３．ガバナンス改革による総合的マネジメントの実現

ステアリングコミッティ、４者ミーティング（理事長、学長、院長、常務理事）を設置し、迅速な意思決定を促進した。また、諸
計画の連動を強めた「総合的マネジメント」のコンセプトや中期総合経営計画策定の方策について、民間企業との共同研究
によって米国20大学の先進事例を分析・検討し、提案を作成してその成果を理事長・学長と共有した。
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